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安
あ ん ざ い

齋　優
ゆ う か

花さん

中
な か ま る

丸  奈
な お み

緒美さん

喜
多
方
東
高
校
に

　
　

行
っ
て
き
ま
し
た
。

市議会です
おじゃましますおじゃまします
市議会です

将
来
の
夢
は
何
で
す
か
。

朝
比
奈　
好
き
な
こ
と
を

仕
事
に
し
た
い
の
で
、サ
ッ

カ
ー
関
係
の
仕
事
に
就
く

の
が
夢
で
す
。

小
林　
職
場
体
験
で
保
育

の
現
場
を
経
験
し
、
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
に
関
わ
る

仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ

ま
し
た
。
保
育
士
を
目
指

し
て
進
学
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。

高
橋　
将
来
の
夢
と
い
わ

れ
て
も
、
ま
だ
は
っ
き
り

し
ま
せ
ん
が
、
就
職
内
定

を
い
た
だ
い
て
い
る
の

で
、
そ
こ
で
人
を
笑
顔
に

で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

中
丸　
介
護
福
祉
士
に
な

る
こ
と
が
夢
で
す
。
地
元

の
介
護
施
設
へ
就
職
内
定

し
て
い
て
、
高
校
の
福
祉

の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を

活
か
し
て
頑
張
り
ま
す
。

佐
藤　
調
理
師
を
目
指
し

て
い
て
、
専
門
学
校
に
進

学
が
決
ま
り
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
人
を
笑
顔
に
で

き
る
よ
う
な
料
理
を
作
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

安
齋　
父
が
陸
上
自
衛
隊

で
活
躍
す
る
姿
を
見
て
憧

れ
を
持
ち
ま
し
た
。
将
来

は
陸
上
自
衛
隊

で
、
国
民
が
安
心

　

令
和
元
年
12
月
18
日
（
水
）、

福
島
県
立
喜
多
方
東
高
等
学
校
に

お
じ
ゃ
ま
し
て
、
未
来
を
担
う
高

校
３
年
生
の
皆
さ
ん
に
、
お
話
を

お
聴
き
し
て
き
ま
し
た
。

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

中
丸　
東
高
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
活
発
で
す
。
喜

多
方
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
普

及
事
業
協
力
校
と
な
り
、

特
に
障
が
い
者
福
祉
の
取

り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
活
動
が
長
く

続
い
て
欲
し
い
と
思
っ
て

し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。
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小
こ ば や し

林  ひかりさん

朝
あ さ ひ な

比奈　優
ゆ う

さん

高
た か は し

橋　那
な お

央 さん

い
ま
す
。

小
林　
東
高
で
は
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
を
選
択
し

て
、
個
人
の
進
路
に
沿
っ

た
勉
強
が
で
き
ま
す
。

　

個
性
に
あ
っ
た
進
路
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

高
校
で
す
。

若
者
の
政
治
参
加
に
つ
い

て
、
ど
う
考
え
ま
す
か
。

安
齋　
市
議
会
議
員
選
挙

で
初
め
て
の
選
挙
を
経
験

し
、
喜
多
方
市
が
良
い
方

向
に
向
い
て
欲
し
い
と

思
っ
て
議
員
を
選
ぶ
と
い

う
重
大
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

今
後
も
関
心
を
持
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

佐
藤　
東
高
で
は
模
擬
選

挙
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
若
者
の
意
見
を
政
治

に
取
り
入
れ
て
も
ら
う
た

め
に
も
、
選
挙
に
行
っ
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

朝
比
奈　
若
者
の
意
見
は

国
を
良
く
す
る
た
め
に
必

要
だ
と
思
う
の
で
、
も
っ

と
積
極
的
に
政
治
に
参
加

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

市
議
会
に
望
む
こ
と
は
。

小
林　
交
通
事
故
を
減
ら

す
た
め
に
信
号
機
の
拡
充

を
お
願
い
し
ま
す
。

高
橋　
除
雪
で
壊
れ
た
点

字
ブ
ロ
ッ
ク
を
直
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

佐
藤　
小
さ
い
子
供
た
ち

が
安
心
し
て
遊
べ
る
遊
び

安
齋　
熱
塩
加
納
の
街
路

灯
が
少
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
中
学
生
な
ど
が
安

心
し
て
下
校
で
き
る
よ
う

に
し
て
欲
し
い
で
す
。

中
丸　
視
覚
障
が
い
者
の

方
が
盲
導
犬
を
連
れ
て
の

入
店
を
拒
ま
れ
た
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

障
が
い
者
の
方
も
暮
ら

し
や
す
い
街
に
な
る
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

朝
比
奈　
若
者
に
い
ろ
ん

な
意
見
を
出
し
て
も
ら
う

こ
と
が
喜
多
方
市
を
良
く

す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

だ
と
思
う
の
で
、
政
治
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
い

ろ
い
ろ
な
対
策
を
考
え
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
裏
表
紙
の
取
材
レ
ポ
ー

ト
も
合
わ
せ
て
ご
覧
下
さ

い
。）

佐
さ と う

藤　楓
ふ う こ

子さん

場
や
公
園
が
増
え
れ
ば

い
い
な
と
思

い
ま
す
。
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平
成
30
年
度
の
財
政
状
況
は
、
普
通

交
付
税
が
縮
減
さ
れ
る
中
で
も
大
型
建
設
事

業
が
増
加
し
、
そ
の
た
め
予
算
全
体
に
マ
イ

ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ
を
か
け
予
算
編
成
を
実
施

し
た
が
、
財
政
調
整
基
金
や
減
災
基
金
を
取

り
崩
す
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　
大
型
建
設
事
業
が
増
え
る
一
方
、
重
要
な

政
策
課
題
で
あ
る
待
機
児
童
問
題
は
平
成
31

年
は
ゼ
ロ
に
な
っ
た
と
言
い
な
が
ら
も
潜
在

的
待
機
児
童
は
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。

　
新
市
建
設
計
画
や
大
型
事
業
を
見
直
し
て

市
民
の
福
祉
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の

様
な
観
点
か
ら
こ
の
決
算
案
に
反
対
す
る
。

平
成
30
年
度
決
算
認
定

　
９
月
定
例
会
で
上
程
さ
れ
た
決
算
議
案
に
つ
い

て
、
そ
の
認
定
審
査
の
た
め
に
令
和
元
年
10
月
２

日
か
ら
15
日
ま
で
の
休
会
を
除
く
５
日
間
の
日
程

で
、
常
任
委
員
会
所
管
ご
と
に
慎
重
な
審
査
を
行

い
、
意
見
を
付
し
て
本
決
算
を
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
審
議
の
内
容
を
中

心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　５日間にわたる審査において、102項目の請求資料を基
に質疑が出されました。総括質疑（※）の一部をピックアッ
プしてお知らせします。
※総括質疑とは、各所管事項の審査、質疑を踏まえ、再度確認すべき
案件や政策的な事項について市長に質すものです。

　審査では、収入・支出状況、費用対効果の確認など、主として市民の利益に合致したかどうかという観
点から質疑が行われました。その結果、計数的な誤り等は認められず、監査意見と同様概ね良好という意
見でありました。審査の過程において意見、要望が出されましたが、
総じて申し上げますと、社会情勢の変化を的確に捉えた事業展開
を求めるとともに、各種事業の執行に際しては、市民ニーズを的
確に把握し、公平性・透明性を確保し、かつ、事業の優先順位を
厳正に選択して一層市民サービスの向上に努めるとともに、情報
開示についてはよりわかりやすく進めていただきたい。また、今
後予想される市民からの要望や新規事業についても、厳しい財政
状況を踏まえつつ、費用対効果等を勘案するとともに事務事業を
精査し、広く市民福祉の向上に努められたいとの意見であります。

採
決
に
あ
た
っ
て
の
討
論

3/31４月５月６月７月８月9/59/2010/2～1511/28

平
成
30
年
度
事
業
終
了

決
算
書
の
作
成

決
算
書
や
成
果
報
告
書
、

そ
の
他
必
要
な
資
料
を
基

に
審
査

委
員
会
採
択

決
算
議
案
上
程

決
算
特
別
委
員
会
設
置（
８
名
）

決
算
議
案
の
審
議
を
委
員
会
付
託

９
月
定
例
会
閉
会

12
月
定
例
会
開
会

決
算
特
別
委
員
長
報
告

本
会
議
採
決
、
認
定

９
月
定
例
会
開
会

４
月
１
日
以
降
に
請
求
さ

れ
る
前
年
度
の
支
払
い
な

ど
の
整
理
期
間

監
査
委
員
に
よ
る
審
査
・

意
見
書
の
作
成

出納整理期間監査委員による
決算監査決算特別委員会

１１億３,９０８万５,１６２円

決算の状況は？

　
　 

平
成
30
年
度
喜
多
方
市
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
各
常
任
委
員
会
所

管
事
項
を
も
と
に
慎
重
に
審
査
が
重
ね
ら

れ
、
そ
の
結
果
、
お
お
む
ね
良
好
と
判
断
さ

れ
た
。
よ
っ
て
賛
成
す
る
。

決算特別委員会での

Q A&

本会議での委員長報告

決算特別委員会の総括質疑の詳細については喜多方市議会ホームページ（http://www.city.kitakata.fukushima.jp/）で公開して
いますので、ご覧ください。

決
算
審
査
の
な
が
れ
は
？

賛
成

反
対

平成30年度における本市の市税収納率は96.24%、国民健康保険税の収納率は81.60％であり、県内13市の中では２番目
に高い。しかし、国保税は現年度分の収納率は 95.44% であるが、滞納分の収納率は 25.24% と低く、支払いに苦慮してい
る市民が多くいることが推察される。困っておられる方々の相談に乗る専門員が必要ではないか。
訪問徴収は管理職が中心となって実施し、各種相談会も実施している。他市には専門相談員の例もある事から調査する。

待機児童の問題は、平成30・31年度の年度当初はゼロだ
が 10 月には待機児童が発生し、また、潜在的待機児童も
解消されていない。保育士を確保し待機児童ゼロへ最大限
努力すべきだがどうか。
保育士の人材確保は、毎年度、正職員退職者数に対して同程
度の採用と臨時職員などの雇用で対応、今後も重要課題とし
て進める。なお、ゼロ歳児から２歳児までを保育する小規模
保育施設事業の開設に向け事業者と協議している。

市税相談員の設置、納税組合のあり方を問う

待機児童及び潜在的待機児童解消求める文教厚生

総 務

問

問

納税組合に対してはその貢献度は評価しながらも収納率は全体の２.2％程度である。個人情報の問題や I CTを利用した納付方
法の多様化もあり、多くの納税者は自ら納付していることを考えれば補助の増額については慎重にならざるを得ない。

答

答

数は少なくなったが納税貯蓄組合に対する支援を手厚くする必要があるのではないか。問

答

令和２年度から現在の臨時職員の採用は「会計年度任用
職員制度」として導入される。昨年度末、臨時職員が３、
４人辞めていると聞く。新制度が導入され一年ごとの不安
定雇用、安定した採用が求められるがどうか。
会計年度任用職員制度による採用は、一会計年度での任用
となる。先ずハローワーク等で募集し任用されれば、その
後２回まで簡易に任用ができ３年間任用される。この制度
導入で期末手当などの支給が可能となり、処遇改善が図ら
れ臨時保育教諭の確保は期待できる。

問

答

塩川駅東西自由通路・大沢口橋整備事業の平成 30 年度の
取り組みと今後の進め方は。
自由通路は、平成31年度末までに JRと基本協定を結び中
期財政計画にのせ整備する方針。山都町の大沢口橋は、地
元等との協議を平成31年度8月に済ませた。詳細設計等を
進めている。中期財政計画にのせ進めていく。

大型建設事業の進め方は適切か？産業建設
問

答

平成30年度予算は基金から5億円繰り入れする一方で、経
常経費を8%削減した。平成31年度以降はより一層基金か
ら繰り入れする財政計画の一方で、経常経費については
20％削減とするなど、さらに厳しくなってくるが、塩川駅自
由通路整備事業の見通しは。
着工時期、予算等を精査し、中期財政計画に上げ進めていく。

問

答

経常経費の削減方針を続ける一方で、大型建設事業を推
進しているが、平準化など見直しが必要ではないのか。
健全な財政運営は必要である。また、新市建設計画事業
については必要な事業であり、事業計画をしっかり示し
て進めていく。

問

答

歳 入 総 額

歳 出 総 額

歳入歳出差引額

３９５億８,１１１万４,572円
３8４億４,２０２万９,４１０円

決算特別委員会での審査結果（一部抜粋）
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平
成
30
年
度
の
財
政
状
況
は
、
普
通

交
付
税
が
縮
減
さ
れ
る
中
で
も
大
型
建
設
事

業
が
増
加
し
、
そ
の
た
め
予
算
全
体
に
マ
イ

ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ
を
か
け
予
算
編
成
を
実
施

し
た
が
、
財
政
調
整
基
金
や
減
災
基
金
を
取

り
崩
す
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　
大
型
建
設
事
業
が
増
え
る
一
方
、
重
要
な

政
策
課
題
で
あ
る
待
機
児
童
問
題
は
平
成
31

年
は
ゼ
ロ
に
な
っ
た
と
言
い
な
が
ら
も
潜
在

的
待
機
児
童
は
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。

　
新
市
建
設
計
画
や
大
型
事
業
を
見
直
し
て

市
民
の
福
祉
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の

様
な
観
点
か
ら
こ
の
決
算
案
に
反
対
す
る
。

平
成
30
年
度
決
算
認
定

　
９
月
定
例
会
で
上
程
さ
れ
た
決
算
議
案
に
つ
い

て
、
そ
の
認
定
審
査
の
た
め
に
令
和
元
年
10
月
２

日
か
ら
15
日
ま
で
の
休
会
を
除
く
５
日
間
の
日
程

で
、
常
任
委
員
会
所
管
ご
と
に
慎
重
な
審
査
を
行

い
、
意
見
を
付
し
て
本
決
算
を
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
審
議
の
内
容
を
中

心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　５日間にわたる審査において、102項目の請求資料を基
に質疑が出されました。総括質疑（※）の一部をピックアッ
プしてお知らせします。
※総括質疑とは、各所管事項の審査、質疑を踏まえ、再度確認すべき
案件や政策的な事項について市長に質すものです。

　審査では、収入・支出状況、費用対効果の確認など、主として市民の利益に合致したかどうかという観
点から質疑が行われました。その結果、計数的な誤り等は認められず、監査意見と同様概ね良好という意
見でありました。審査の過程において意見、要望が出されましたが、
総じて申し上げますと、社会情勢の変化を的確に捉えた事業展開
を求めるとともに、各種事業の執行に際しては、市民ニーズを的
確に把握し、公平性・透明性を確保し、かつ、事業の優先順位を
厳正に選択して一層市民サービスの向上に努めるとともに、情報
開示についてはよりわかりやすく進めていただきたい。また、今
後予想される市民からの要望や新規事業についても、厳しい財政
状況を踏まえつつ、費用対効果等を勘案するとともに事務事業を
精査し、広く市民福祉の向上に努められたいとの意見であります。

採
決
に
あ
た
っ
て
の
討
論

3/31４月５月６月７月８月9/59/2010/2～1511/28

平
成
30
年
度
事
業
終
了

決
算
書
の
作
成

決
算
書
や
成
果
報
告
書
、

そ
の
他
必
要
な
資
料
を
基

に
審
査

委
員
会
採
択

決
算
議
案
上
程

決
算
特
別
委
員
会
設
置（
８
名
）

決
算
議
案
の
審
議
を
委
員
会
付
託

９
月
定
例
会
閉
会

12
月
定
例
会
開
会

決
算
特
別
委
員
長
報
告

本
会
議
採
決
、
認
定

９
月
定
例
会
開
会

４
月
１
日
以
降
に
請
求
さ

れ
る
前
年
度
の
支
払
い
な

ど
の
整
理
期
間

監
査
委
員
に
よ
る
審
査
・

意
見
書
の
作
成

出納整理期間監査委員による
決算監査決算特別委員会

１１億３,９０８万５,１６２円

決算の状況は？

　
　 

平
成
30
年
度
喜
多
方
市
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
各
常
任
委
員
会
所

管
事
項
を
も
と
に
慎
重
に
審
査
が
重
ね
ら

れ
、
そ
の
結
果
、
お
お
む
ね
良
好
と
判
断
さ

れ
た
。
よ
っ
て
賛
成
す
る
。

決算特別委員会での

Q A&

本会議での委員長報告

決算特別委員会の総括質疑の詳細については喜多方市議会ホームページ（http://www.city.kitakata.fukushima.jp/）で公開して
いますので、ご覧ください。

決
算
審
査
の
な
が
れ
は
？

賛
成

反
対

平成30年度における本市の市税収納率は96.24%、国民健康保険税の収納率は81.60％であり、県内13市の中では２番目
に高い。しかし、国保税は現年度分の収納率は 95.44% であるが、滞納分の収納率は 25.24% と低く、支払いに苦慮してい
る市民が多くいることが推察される。困っておられる方々の相談に乗る専門員が必要ではないか。
訪問徴収は管理職が中心となって実施し、各種相談会も実施している。他市には専門相談員の例もある事から調査する。

待機児童の問題は、平成30・31年度の年度当初はゼロだ
が 10 月には待機児童が発生し、また、潜在的待機児童も
解消されていない。保育士を確保し待機児童ゼロへ最大限
努力すべきだがどうか。
保育士の人材確保は、毎年度、正職員退職者数に対して同程
度の採用と臨時職員などの雇用で対応、今後も重要課題とし
て進める。なお、ゼロ歳児から２歳児までを保育する小規模
保育施設事業の開設に向け事業者と協議している。

市税相談員の設置、納税組合のあり方を問う

待機児童及び潜在的待機児童解消求める文教厚生

総 務

問

問

納税組合に対してはその貢献度は評価しながらも収納率は全体の２.2％程度である。個人情報の問題や I CTを利用した納付方
法の多様化もあり、多くの納税者は自ら納付していることを考えれば補助の増額については慎重にならざるを得ない。

答

答

数は少なくなったが納税貯蓄組合に対する支援を手厚くする必要があるのではないか。問

答

令和２年度から現在の臨時職員の採用は「会計年度任用
職員制度」として導入される。昨年度末、臨時職員が３、
４人辞めていると聞く。新制度が導入され一年ごとの不安
定雇用、安定した採用が求められるがどうか。
会計年度任用職員制度による採用は、一会計年度での任用
となる。先ずハローワーク等で募集し任用されれば、その
後２回まで簡易に任用ができ３年間任用される。この制度
導入で期末手当などの支給が可能となり、処遇改善が図ら
れ臨時保育教諭の確保は期待できる。

問

答

塩川駅東西自由通路・大沢口橋整備事業の平成 30 年度の
取り組みと今後の進め方は。
自由通路は、平成31年度末までに JRと基本協定を結び中
期財政計画にのせ整備する方針。山都町の大沢口橋は、地
元等との協議を平成31年度8月に済ませた。詳細設計等を
進めている。中期財政計画にのせ進めていく。

大型建設事業の進め方は適切か？産業建設
問

答

平成30年度予算は基金から5億円繰り入れする一方で、経
常経費を8%削減した。平成31年度以降はより一層基金か
ら繰り入れする財政計画の一方で、経常経費については
20％削減とするなど、さらに厳しくなってくるが、塩川駅自
由通路整備事業の見通しは。
着工時期、予算等を精査し、中期財政計画に上げ進めていく。

問

答

経常経費の削減方針を続ける一方で、大型建設事業を推
進しているが、平準化など見直しが必要ではないのか。
健全な財政運営は必要である。また、新市建設計画事業
については必要な事業であり、事業計画をしっかり示し
て進めていく。

問

答

歳 入 総 額

歳 出 総 額

歳入歳出差引額

３９５億８,１１１万４,572円
３8４億４,２０２万９,４１０円

決算特別委員会での審査結果（一部抜粋）
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災害時の安全対策すすむ!! 12 月
定例会

令和元年　12月補正予算
会計 補正額 累計

一　　　　　般 1億5,358万3千円 262億2,572万4千円
特　　　　　別 1億8,953万9千円 138億8,311万4千円
水道事業（収入） − 14億5,930万3千円
　  〃 　（支出） 29万9千円 18億5,757万3千円

令和元年第７回12月定例会は11月28日から12月12日までの15日間の会期で開催されました。
市長提案により、報告１件、令和元年度補正予算案14件、条例案21件、人事案件２件、その他29件
と、議会から議会案１件が提出されました。

補正予算の主な事業

大塩川が水位周知河川に追加指定されことによる浸水
想定区域の策定に伴うハザードマップの作成委託。
令和2年度に公表予定。

［補正額］3,930千円

工場等設置促進条例に基づく補助金で、新規雇用人
数の増減による追加計上

［補正額］1,200千円

東京2020オリンピック聖火リレーを盛り上げるた
めのセレモニーやサポートランナー等に係る経費

［補正額］2,524千円

ホストタウン推進経費

大塩川洪水ハザードマップ作成業務委託

工場等設置助成金

放課後等デイサービス、障害児福祉サービス計画相
談等にかかる経費の追加計上

［補正額］22,743千円

児童発達支援事業

聖火リレー喜多方市スタート地（小田付）
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5
年
ご
と
の
公
の
施
設
の
指

定
管
理
の
議
案
が
26
件
提
出
さ

れ
た
。
そ
の
う
ち
「
喜
多
方
市

ひ
め
さ
ゆ
り
浪
漫
館
の
管
理
に

係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
」
に

つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
第
７

回
定
例
会
に
お
い
て
、
当
時
の

市
長
が
「
見
直
し
を
す
る
」
と

答
弁
し
て
い
た
。

動
議
を
採
択
！

こ
の
施
設
の
収
支
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
も
議
会
と
し
て

指
摘
し
て
き
た
。
産
業
建
設
常

任
委
員
会
で
は
、
当
局
の
「
廃

止
や
譲
渡
を
含
め
た
方
向
性

や
、
今
後
継
続
し
て
協
議
し
た

い
」
と
す
る
説
明
に
対
し
、
２

年
半
前
の
「
見
直
し
を
す
る
」

と
し
た
そ
の
後
の
当
局
の
対
応

が
研
究
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
議
案
撤
回
勧
告
の
動
議
を

全
会
一
致
で
採
択
し
、
早
急
に

結
論
を
求
め
た
。

繰
越
明
許
費
（
当
該
年
度
の

予
算
を
次
年
度
に
繰
り
越
す
費

用
）
の
ひ
と
づ
く
り
・
交
流
拠

点
複
合
施
設
整
備
事
業
の
管
理

運
営
は
、
第
一
期
施
設
が
完
成

し
た
時
点
で
は
市
が
直
接
管
理

運
営
し
、
第
二
期
工
事
完
成
後

は
、
指
定
管
理
に
移
行
す
る
考

え
が
示
さ
れ
た
。

看
護
・
介
護
学
校
、
図
書
館
の

面
積
は
十
分
か
？

各
団
体
ま
た
、
市
民
の
ご
意

見
を
聞
い
て
、
必
要
な
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
し
て
い
る
。
第
二
期

工
事
分
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

ご
意
見
を
聞
き
改
善
の
余
地
は

あ
る
。

口
頭
付
言
（
※
）
を
付
す

本
会
議
の
委
員
長
報
告
で
は

「
屋
内
型
の
子
育
て
支
援
施
設

と
し
た
当
初
の
意
見
を
尊
重
す

る
と
共
に
、
こ
の
間
の
状
況
の

変
化
を
勘
案
し
な
が
ら
、
市
民

や
関
係
団
体
、
総
務
常
任
委
員

会
を
は
じ
め
と
し
た
市
議
会
か

ど
う
な
る
!?

　
　
複
合
施
設
整
備
の
管
理
運
営

収
支
の
現
状
は
？

指
定
管
理
料
（
※
）
は
平
成

30
年
度
は
516
万
５
千
円
で
あ
り
、

う
ち
501
万
7
千
円
が
人
件
費（
２

名
分
）
と
管
理
費
で
あ
る
。

議
案
審
議
・
委
員
会
の
審
査
か
ら 

ひ
め
さ
ゆ
り
浪
漫
館

　
　
あ
り
方
再
検
討
す
べ
き
‼

※
指
定
管
理
料
…
あ
ら
か
じ
め
指
定
管

理
者
が
行
う
業
務
内
容
や
、
施
設
の

管
理
・
運
営
に
必
要
と
想
定
さ
れ
る

経
費
を
積
算
し
、
行
政
か
ら
指
定
管

理
者
へ
支
払
わ
れ
る
経
費

◎
市
長
は
議
会
最
終
日
ひ
め
さ
ゆ
り

浪
漫
館
に
つ
い
て
は
「
運
営
の
あ

り
方
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
判
断
し
、
議
案
を
撤
回
し
た
。

さ
ら
に
市
長
の
給
与
を
10
％
（
１

カ
月
間
）
減
ず
る
、
と
し
た
。

※
口
頭
付
言
…
委
員
長
報
告
を
述
べ
終

わ
っ
た
後
で
、
付
け
加
え
て
文
書
で

な
く
、
直
接
意
見
や
要
望
を
述
べ
る

こ
と
。

ら
出
さ
れ
た
意
見
を
十
分
に
考

慮
し
、
反
映
さ
せ
、
施
設
に
入

る
団
体
等
の
見
直
し
を
含
め
た

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活

用
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
慎

重
に
進
め
ら
れ
た
い
。」
と
い

う
口
頭
付
言
が
付
さ
れ
た
。構想中の模型
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会
計
年
度
任
用
職
員
に
は
ボ
ー
ナ
ス
も

現
在
の
臨
時
職
員
、
嘱
託
職

員
な
ど
は
、
新
年
度
か
ら
「
会

計
年
度
任
用
職
員
」
と
な
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
に
は
、
週

の
勤
務
時
間
が
常
勤
職
員
と
同

一
の
フ
ル
タ
イ
ム
職
員
と
、
週

35
時
間
勤
務
を
上
限
と
す
る
パ

ー
ト
タ
イ
ム
職
員
が
あ
り
、
ど

ち
ら
に
も
一
定
期
間
以
上
の
任

用
に
よ
り
期
末
手
当
が
、
フ
ル

タ
イ
ム
職
員
に
は
退
職
金
も
支

給
さ
れ
る
。

し
か
し
、
原
則
一
年
の
任
用

と
な
り
、
今
後
の
雇
用
環
境
の

あ
り
方
や
制
度
改
正
に
伴
う
市

の
財
政
負
担
が
課
題
に
な
る
。

募
集
は
ど
う
な
る
？

12
月
議
会
の
議
決
後
、
原
則

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
募
集

す
る
。
１
月
以
降
に
現
在
雇
用

さ
れ
て
い
る
臨
時
職
員
等
に
対

し
て
は
、
制
度
の
変
更
に
つ
い

て
説
明
を
行
う
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
条
件
は
？

こ
れ
ま
で
臨
時
職
員
に
つ
い

て
は
11
ヶ
月
雇
用
で
通
年
雇
用

は
し
て
い
な
か
っ
た
。「
会
計
年

度
任
用
職
員
」
と
な
れ
ば
、
週

35
時
間
の
上
限
（
一
日
７
時
間

勤
務
）
で
12
カ
月
の
通
年
雇
用

と
な
る
。

市
の
負
担
増
の
手
当
て
は
？

給
料
と
報
酬
の
ほ
か
に
、
新

た
に
期
末
手
当
が
支
給
さ
れ
る
。

当
面
は
市
の
自
主
財
源
で
対
応

す
る
が
、
全
国
市
長
会
等
で
も
、

国
の
財
政
支
援
を
要
望
し
て
お

り
、
国
は
検
討
す
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

児
童
発
達
支
援
事
業
に
は
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
障
害

児
通
所
サ
ー
ビ
ス
計
画
相
談
・

児
童
発
達
支
援
・
保
育
所
等
訪

問
支
援
等
が
あ
る
。
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
塩
川
地
区
に
一
カ
所

し
か
な
か
っ
た
も
の
が
、
喜
多

方
地
区
に
も
一
カ
所
設
置
さ

れ
、
利
便
性
が
高
ま
り
予
想
以

上
に
利
用
件
数
が
増
加
し
た
。

施
設
の
受
け
入
れ
定
員
と
利
用

件
数
は
？

定
員
は
10
名
ず
つ
、
20
名
で

あ
る
。

当
初
、
延
べ
547
件
と
し
て
い

た
が
、
利
用
件
数
が
増
加
し
た

こ
と
か
ら
延
べ
799
件
を
見
込

み
、
２
千
416
万
８
千
円
を
補
正

予
算
に
計
上
し
た
。

支
援
員
と
保
育
士
は
何
名
か
？

喜
多
方
地
区
で
は
支
援
員
６

名
・
保
育
士
１
名
、
塩
川
地
区

の
事
業
所
で
は
支
援
員
5
名
・

保
育
士
３
名
で
あ
る
。

施
設
の
規
模
は
十
分
な
の
か
？

十
分
と
は
思
っ
て
な
い
が
、

現
段
階
で
は
対
応
可
能
で
あ

る
。
し
か
し
、
週
５
回
の
う
ち

２
回
、
３
回
く
ら
い
し
か
行
け

な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
要
望
が
あ
れ
ば
事
業

所
に
話
を
し
、
空
き
家
等
の
利

用
も
含
め
、
も
う
１
カ
所
増
設

し
て
い
た
だ
け
な
い
か
と
い
う

要
望
を
し
て
い
き
た
い
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

　
　
利
用
件
数
が
増
加
！
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齋
藤
　
仁
一 

議
員

　
本
市
の
林
業
の
現
状

と
実
態
は
ど
う
か
。

　

本
市
は
国
有
林
を
除

く
民
有
林
が
２
万
４

０
３
５
㌶
内
木
材
生
産
を

目
的
と
し
た
人
工
林
は
５

７
６
０
㌶
で
あ
る
。
家
族

経
営
体
が
65
、
法
人
経
営

体
が
３
（
民
有
林
施
業
、

国
有
林
施
業
、
木
材
チ
ッ

プ
製
造
）
で
あ
る
。

　
高
知
県
等
で
盛
ん
な

自
伐
型
林
業
へ
の
取

り
組
み
と
推
進
の
た
め
の

啓
蒙
が
必
要
と
考
え
る

が
、市
の
考
え
は
ど
う
か
。

　

本
市
は
、
１
㌶
以
上

３
㌶
未
満
の
林
家

が
、
約
60
％
を
占
め
る
な

ど
小
規
模
零
細
な
の
で
、

あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
人

工
林
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
自
伐
型
林
業
は
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。

問答問答

一般質問は、市政全般について市の方針を質すものです。
12月定例会の一般質問は12月２日から５日までの４日間行われ、18名の議員が登壇

し、市民の皆さんの生活にかかわる行政全般について質問をしました。
文面は各議員の自己編集とし、質問した項目のなかから１項目程度を要

約して掲載しております。（すべての質問項目は、オンデマンド配信でご
覧いただけます。また、開期中はインターネットで中継を配信しています。）

※各議員のQRコードをスマートフォンのバーコードリーダーで読み取ると、オンデマンド配信でご覧いただけます。

森林活用のための自伐型林業への取組みは
森林所有が大方小規模零細なので難しい

一 質般 問
喜多方市政のココが知りたい！

　
自
伐
型
林
業
で
経
営

が
成
り
立
っ
て
い
る

地
域
が
あ
る
。

こ
の
先
進
事
例
に
学
ん

で
行
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
ど
う
か
。

　

本
市
の
７
割
を
占
め

る
森
林
活
用
に
つ
い

て
、
他
県
の
良
い
事
例
を

学
び
、
農
林
業
ビ
ジ
ョ
ン

の
目
標
に
近
づ
け
る
よ
う
、

ま
た
、
夢
と
希
望
が
も
て

る
林
業
経
営
が
で
き
る
よ

う
啓
蒙
も
含
め
て
対
応
し

て
い
く
。

問答

高知県佐川町現地

市長
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台風19号対応  自主避難所開設の必要性は

V-Lowマルチメディア放送、撤退すべきでは？

早期開設について検討していきたい

国、関係機関と連携し、継続のため全力で取り組む

な
も
の
は
山
都
、
高
郷
地

区
の
揚
水
機
場
４
箇
所
で

あ
る
。

　
今
回
の
よ
う
な
大
型

台
風
が
接
近
ま
た
は

上
陸
の
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
、
市
は
速
や
か
に
被
害

の
状
況
等
を
き
め
細
や
か

に
報
じ
る
こ
と
が
市
民
の

安
心
を
確
保
す
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
随
時
情
報
発
信

す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

る
情
報
発
信
に
つ
い

て
は
、
発
信
す
る
情
報
の

内
容
を
含
め
、
市
民
が
安

心
で
き
る
対
応
を
検
討
す

る
。 問答

渡
部
　
一
樹 

議
員

山
口
　
和
男 

議
員

　
台
風
19
号
へ
の
対
応

で
、
複
数
の
警
報
が

発
令
さ
れ
て
い
た
状
況
で

な
ぜ
自
主
避
難
所
の
開
設

を
し
な
か
っ
た
の
か
。

　

避
難
情
報
の
発
令
も

視
野
に
入
れ
、
事
前

に
押
切
川
公
園
体
育
館
の

施
設
管
理
者
と
の
調
整
、

必
要
な
資
材
の
準
備
は
行

っ
て
い
た
が
、
風
雨
等
の

状
況
か
ら
自
主
避
難
所
を

含
め
避
難
所
を
開
設
す
る

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
市
民

等
に
早
期
避
難
を
促
す
重

要
性
か
ら
、
自
主
避
難
所

の
早
期
開
設
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

　
被
害
状
況
は
。

　

住
家
被
害
な
ど
合
計

76
件
で
、
現
在
の
と

こ
ろ
被
害
額
は
約
１
億
８

千
万
円
と
な
り
、
そ
の
主

問答問答

　
Ｖ

−

Ｌ
ｏ
ｗ
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
放
送
に
関

す
る
事
業
の
契
約
先
・
ジ

ャ
パ
ン
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

放
送
か
ら
、
そ
の
26
・
６

％
の
株
を
保
有
す
る
エ
フ

エ
ム
東
京
が
撤
退
す
る
。

事
業
の
推
進
は
可
能
か
。

　

市
民
の
安
全
・
安
心

な
暮
ら
し
を
守
る
重

要
な
情
報
伝
達
手
段
で
あ

り
、
エ
フ
エ
ム
東
京
に
事

業
継
続
を
求
め
て
い
く
。

　
平
成
29
年
度
か
ら
現

在
ま
で
の
投
資
額
は

約
６
億
9
千
900
万
円
で
あ

る
が
、
平
成
29
年
度
以
前

の
初
期
投
資
額
と
今
後
の

経
費
は
。

　

平
成
29
年
度
以
前
の

費
用
は
、
検
証
設
備

構
築
・
運
用
費
等
が
約
１

億
３
千
200
万
円
、
実
施
設

計
・
送
受
信
建
設
工
事
等

問答問答

で
約
2
億
3
千
100
万
円
、

合
計
で
3
億
6
千
300
万
円

で
あ
る
。
今
後
必
要
と
さ

れ
る
保
守
業
務
委
託
費
等

は
毎
年
３
千
万
円
程
度
と

想
定
し
て
い
る
。

　
今
や
、
携
帯
電
話
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

地
震
情
報
等
は
す
ぐ
に
伝

わ
る
ご
時
世
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
約
10
億
６
千
300
万

円
投
資
し
て
お
り
、
今
後

も
毎
年
３
千
万
円
か
か
る
。

も
っ
と
安
価
で
安
心
な

情
報
伝
達
手
段
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　

事
業
継
続
の
た
め
市

の
責
任
と
し
て
、
議

員
の
意
見
も
含
め
検
討
し

て
い
く
。

問答

冠水した千咲原揚水機場

市長

市長
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予算編成、今年度20％に続き、来年度も８％削減か。

維持可能な管理と花の課の新設はどうする！

歳入歳出の見込みから、８％削減枠とした。

「花の課」設置は今後の推移を見て対応を講じる

　
来
年
度
は
８
％
削
減

の
予
算
編
成
方
針
と

し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由

は
。

　

今
年
度
予
算
と
来
年

度
の
歳
入
見
込
み
か

ら
、
マ
イ
ナ
ス
幅
を
設
定

し
た
。

　
塩
川
駅
周
辺
整
備
事

業
を
来
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
予
定
と
し
て

い
る
が
、
概
算
総
事
業
費

が
６
倍
の
23
億
7
千
万
円

と
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
の

か
伺
う
。

　

自
転
車
の
利
用
や
ホ

ー
ム
へ
の
乗
り
換
え

な
ど
内
容
、
規
模
が
異
な

る
た
め
で
あ
る
。

　
市
の
経
常
経
費
は
こ

の
10
年
間
で
６
割
に

削
さ
れ
て
い
る
。
財
政
運

営
を
大
型
建
設
事
業
優
先

か
ら
暮
ら
し
優
先
に
転
換

す
べ
き
で
あ
る
が
伺
う
。

　

議
会
に
は
十
分
説
明

し
て
進
め
て
い
く
。

問答問答問答

矢
吹
　
哲
哉 

議
員

佐
原
　
正
秀 

議
員

　
今
年
度
予
算
編
成
方

針
は
経
常
経
費
で
20

％
削
減
と
し
た
が
、
そ
の

影
響
を
つ
か
ん
で
い
る
か

伺
う
。

　

国
か
ら
地
方
交
付
税

が
増
額
さ
れ
た
こ
と

な
ど
約
14
％
の
削
減
と
な

っ
た
。

　
増
額
補
正
の
要
望
な

ど
な
い
の
か
。

　

必
要
経
費
は
す
べ
て

当
初
予
算
に
計
上
す

る
方
針
で
い
る
。
補
正
に

つ
い
て
は
、
必
要
性
等
を

検
討
し
て
計
上
し
て
い
る
。

　
学
校
な
ど
で
チ
ョ
ー

ク
、
紙
な
ど
減
ら
さ

れ
困
っ
て
い
る
と
の
声
が

あ
る
が
、
掌
握
し
て
い
る

の
か
。

　

そ
う
し
た
声
は
聞
い

て
い
な
い
。

問答問答問答

　
一
過
性
の
花
に
つ
い

て
は
、
問
題
は
少
な

い
が
、
し
だ
れ
桜
の
よ
う

な
樹
木
は
毎
年
花
芽
を
多

く
つ
け
る
に
は
そ
れ
な
り

の
管
理
が
必
要
で
あ
る
。

剪
定
・
防
除
・
施
肥
等
の

持
続
可
能
な
管
理
体
制
は
。

　

樹
木
医
の
診
断
に
よ

る
カ
ル
テ
づ
く
り
に

よ
り
総
合
的
な
管
理
体
制

を
図
る
と
と
も
に
、剪
定
・

防
除
・
施
肥
等
の
専
門
的

な
技
術
の
強
化
を
図
る
。

　
花
の
Ｐ
Ｒ
体
制
は
、

観
光
客
が
見
や
す
く

何
度
で
も
訪
れ
や
す
く
す

る
工
夫
や
ド
ロ
ー
ン
で
開

花
期
を
空
撮
し
、
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
Ｐ

Ｒ
作
戦
を
図
る
な
ど
、
独

自
の
観
光
戦
略
が
求
め
ら

れ
る
が
ど
う
か
。

問答問

　

各
地
区
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
は
作
成
さ
れ
て

い
る
が
、
見
や
す
さ
に
努

力
す
る
と
と
も
に
、
ド
ロ

ー
ン
の
活
用
の
強
化
を
図

り
本
市
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
努

め
る
。

　
本
市
に
は
多
く
の
花

が
あ
り
、
大
き
な
観

光
地
に
成
長
し
た
。
今
後

一
体
的
に
統
括
す
る
「
花

の
課
」
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
そ
の
新
設
は

ど
う
す
る
か
。

　

現
在
、
観
光
交
流
課

に
「
花
で
も
て
な
す

係
」
が
あ
る
が
、「
花
の

課
」
に
つ
い
て
は
今
後
の

推
移
を
見
て
必
要
に
応
じ

て
、
総
合
的
に
管
理
す
る

課
の
設
置
に
努
力
す
る
。

答問答

市長

市長
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ひめさゆり群生地での花の保護はどうする?

太陽光発電普及の新たな展開を

市の花として、未来へ守り繋ぐべきものである

来年度からの「蓄電設備」補助制度を検討

　
群
生
地
は
ひ
め
さ
ゆ

り
以
外
に
も
キ
キ
ョ

ウ
、
ギ
ン
ラ
ン
な
ど
六
種

類
の
絶
滅
危
惧
種
も
野
生

し
て
い
る
貴
重
な
場
所
で

あ
る
。
今
後
の
保
護
の
方

向
性
は
。

　

ひ
め
さ
ゆ
り
は
、
市

の
花
と
し
て
未
来
へ

守
り
繋
ぐ
べ
き
も
の
で
あ

る
。地

元
市
民
の
方
々
と
共

に
、
ひ
め
さ
ゆ
り
群
生
地

の
個
体
数
の
維
持
・
増
加

に
向
け
、
定
期
的
な
生
育

調
査
、
掘
防
止
対
策
、
遊

歩
道
外
へ
の
侵
入
防
止
の

チ
ラ
シ
な
ど
に
よ
る
啓
蒙

活
動
を
す
る
。
絶
滅
危
惧

種
の
保
護
も
含
め
、
群
生

地
の
適
切
な
維
持
管
理
を

行
っ
て
い
く
。

問答

上
野 

利
一
郎 

議
員

長
澤
　
勝
幸 

議
員

　
ひ
め
さ
ゆ
り
の
最
近

の
個
体
数
の
傾
向
と

理
由
、
そ
の
対
策
は
。

　

個
体
数
に
は
若
干
の

減
少
が
認
め
ら
れ
る
。

減
少
の
理
由
と
し
て
遊
歩

道
か
ら
群
生
地
内
へ
の
侵

入
に
よ
る
踏
み
付
け
、
害

虫
に
よ
る
食
害
、
下
草
刈

り
時
の
新
芽
の
刈
払
い
や

踏
み
付
け
に
加
え
、
盗
掘

な
ど
が
あ
る
。

踏
み
つ
け
対
策
と
し
て

は
、
群
生
地
へ
の
侵
入
を

防
止
す
る
た
め
の
ロ
ー
プ

の
設
置
と
一
部
の
遊
歩
道

の
立
ち
入
り
を
禁
止
し
て

い
る
。

下
刈
り
時
期
を
秋
に
行

う
こ
と
や
、
盗
掘
防
止
策

と
し
て
開
花
時
期
の
群
生

地
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

し
、
さ
ら
に
は
監
視
カ
メ

ラ
や
柵
の
設
置
の
必
要
性

も
検
討
す
る
。

問答

　
原
発
事
故
に
よ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
や
地

球
温
暖
化
問
題
な
ど
、
地

球
を
取
り
巻
く
環
境
は
重

要
な
局
面
に
あ
る
。

今
後
、
自
治
体
の
果
た

す
役
割
は
重
要
で
、
市
の

新
た
な
「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
う

進
め
る
の
か
。

　

前
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

ョ
ン
で
は
、
導
入
目

標
を
掲
げ
太
陽
エ
ネ
ル
ギ

ー
普
及
な
ど
16
の
事
業
を

進
め
、
平
成
28
年
度
末
で

の
目
標
達
成
率
は
市
全
体

で
92
・
7
％
で
あ
っ
た
。

新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
調

査
内
容
を
踏
ま
え
４
つ
の

基
本
方
針
、「
重
要
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」、
地
域
特
性

を
生
か
し
た
種
別
ご
と
の

「
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

な
ど
事
業
内
容
を
明
確
に

問答

し
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
策

を
一
層
推
進
す
る
。

　
太
陽
光
発
電
の
普
及

が
ダ
ン
ト
ツ
に
進
ん

で
い
る
が
、
固
定
価
格
買

取
制
度
が
順
次
終
了
す
る
。

今
後
の
新
た
な
展
開
と

し
て
、
太
陽
光
発
電
と
合

わ
せ
た
普
及
が
重
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　

固
定
価
格
買
取
制
度

の
終
了
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
を
進
め

る
た
め
の
大
き
な
契
機
に

な
る
。

市
は
、
自
家
消
費
を
推

進
す
る
の
に
必
要
な
蓄
電

設
備
の
設
置
を
加
速
さ
せ

る
た
め
、
来
年
度
か
ら
の

補
助
制
度
創
設
を
検
討
し

て
い
る
。

問答

市長

市長
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合併時の約束！塩川駅東西自由通路の進捗は！

足腰の強い農業構造確立のためにはどうする！

令和3年度着工し、令和7年度の完成予定。

担い手への規模拡大支援策や施設園芸を強化する

営
方
法
も
含
め
地
域
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
る
。

工
事
完
了
後
は
、
本
市

の
副
次
的
な
市
街
地
の
役

割
を
担
う
地
区
と
位
置
付

け
、
駅
周
辺
の
一
体
的
な

整
備
を
進
め
る
。

　
市
で
は
県
発
行
の
防

災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

平
成
29
年
度
に
配
布
し
て

い
る
が
、
今
回
の
台
風
に

よ
り
防
災
意
識
が
高
ま
っ

て
い
る
今
、
再
度
配
布
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

　

県
で
は
現
在
、
続
編

の
編
集
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
来
年
3

月
に
県
内
全
戸
配
布
で
き

る
よ
う
に
進
め
て
い
る
。

な
お
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
説
明
会
や
自
主
防
災
組

織
に
お
け
る
講
習
会
な
ど

で
周
知
を
図
る
。

問答

山
口
　
文
章 

議
員

十
二
村 

秀
孝 

議
員

　
都
市
再
生
整
備
計
画

事
業(

塩
川
駅
周
辺

地
区)
に
お
け
る
塩
川
駅

東
西
自
由
通
路
・
周
辺
整

備
計
画
の
内
容
と
事
業
が

遅
れ
て
い
る
現
状
及
び
進

捗
に
つ
い
て
伺
う
。

　

事
業
内
容
は
、
駅
東

西
自
由
通
路
及
び
、

駅
東
・
西
側
の
広
場
を
整

備
し
市
街
地
の
活
性
化
を

図
る
も
の
で
あ
る
。
事
業

の
遅
延
理
由
は
Ｊ
Ｒ
東
日

本
と
の
協
議
・
調
整
に
時

間
を
要
し
た
た
め
で
あ
る

が
、
今
年
度
内
の
基
本
協

定
の
締
結
に
向
け
て
引
き

続
き
協
議
を
進
め
て
い
く
。

市
民
の
皆
さ
ま
と
の
意

見
交
換
会
を
踏
ま
え
、
自

由
通
路
と
ふ
れ
あ
い
館
を

繋
げ
、
館
内
へ
の
多
目
的

ス
ぺ
ー
ス
の
設
置
、
駅
前

広
場
の
イ
ベ
ン
ト
ス
ぺ
ー

ス
整
備
、
駐
車
場
確
保
、

ト
イ
レ
改
修
な
ど
行
い
、
運

問答

　
規
模
拡
大
を
希
望
す

る
担
い
手
農
家
に
手

厚
く
支
援
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
と
考
え
る
が
当
局

の
考
え
を
伺
う
。

　

担
い
手
へ
は
市
独
自

の
支
援
策
を
は
じ
め
、

国
・
県
の
事
業
を
最
大
限

に
活
用
で
き
る
よ
う
強
く

要
望
し
て
い
く
。
ま
た
、

市
内
の
地
域
ぐ
る
み
に
よ

る
営
農
の
優
良
事
例
を
広

く
紹
介
し
な
が
ら
、
担
い

手
の
規
模
拡
大
や
収
益
力

強
化
に
必
要
と
な
る
農
業

用
機
械
・
施
設
の
導
入
や

若
者
の
農
業
参
入
と
農
業

後
継
者
の
定
着
化
へ
の
支

援
を
図
っ
て
い
く
。

　
来
年
か
ら
Ｊ
Ａ
広
域

集
出
荷
施
設
「
会
津

野
菜
館
」
が
稼
動
す
る
予

定
で
あ
り
、
本
市
に
お
い

て
も
施
設
園
芸
拡
大
の
機

問答問

運
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、

国
・
県
事
業
活
用
に
よ
る

施
設
導
入
の
今
後
の
見
通

し
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
伺
う
。

　

県
に
対
し
パ
イ
プ
ハ

ウ
ス
導
入
に
向
け
た

一
層
の
支
援
と
補
助
財
源

の
確
保
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ

と
一
体
と
な
っ
て
要
望
活

動
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
事
業
の
採
択
等
具
体

的
な
詳
細
は
今
後
示
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

次
年
度
以
降
も
、
国
・

県
の
補
助
事
業
を
活
用
を

図
り
な
が
ら
、
園
芸
作
物

の
施
設
化
を
推
進
し
て
い

く
。 答

大型乾燥調整施設

市長

市長
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持続可能な開発目標（ＳDＧｓ）を浸透させるべき

「新たな公共」という施策をどう捉えるか？

周知や啓発の方法などについて、研究する

地域づくりの新たな手法として有効である。

　
持
続
可
能
な
開
発
目

標
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
今
後

市
政
に
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
せ
る
の
か
。

　

総
合
計
画
の
各
分
野

の
事
務
事
業
に
お
い

て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る

意
識
を
十
分
高
め
つ
つ
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
新
た
な

視
点
に
よ
る
取
り
組
み
や

現
状
の
見
直
し
に
よ
り
、

関
係
施
策
を
統
合
的
に
進

め
る
。

　
企
業
も
含
め
、
広
く

住
民
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

考
え
方
を
浸
透
さ
せ
る
べ

き
。

　

先
進
自
治
体
な
ど
の

事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
周
知
や
啓
発
の
方

法
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

問答問答

菊
地 

と
も
子 

議
員

小
島
　
雄
一 

議
員

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
認
識

と
取
り
組
み
の
現
状

は
。

　

世
界
全
体
の
経
済
、

社
会
お
よ
び
環
境
そ

れ
ぞ
れ
に
お
け
る
持
続
可

能
な
開
発
を
統
合
的
な
取

り
組
み
と
し
て
推
進
す
る

た
め
の
目
標
お
よ
び
評
価

指
数
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

多
様
な
目
標
へ
の
取
り
組

み
は
、
各
地
域
に
お
け
る

諸
課
題
の
解
決
に
貢
献

し
、
持
続
可
能
な
開
発
に

寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

総
合
計
画
や
総
合
戦
略

に
基
づ
き
実
施
を
し
て
い

る
男
女
共
同
参
画
、
子
育

て
支
援
、
雇
用
創
出
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
、
環
境
保
全
な
ど
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

合
致
し
た
施
策
を
数
多
く

実
施
し
て
い
る
。

問答

　
西
日
本
の
先
進
地
で

は
人
口
減
少
の
た
め

地
域
が
弱
体
化
し
、
行
政

で
も
カ
バ
ー
で
き
な
い
課

題
を
新
し
い
公
共
分
野
と

捉
え
て
、
小
学
校
区
な
ど

を
単
位
と
し
て
住
民
の
自

治
組
織
を
つ
く
っ
て
対
処

し
て
い
る
。

鳥
獣
害
対
策
、
中
山
間

の
農
業
対
策
、
少
子
化
に

よ
る
学
校
の
統
合
問
題
、

Ｕ
タ
ー
ン
対
策
等
々
で
あ

る
。
本
市
の
住
民
自
治
の

方
向
性
を
伺
う
。

　
「
新
し
い
公
共
」
は

地
域
づ
く
り
の
新
た

な
手
法
と
し
て
有
効
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま

た
、
農
業
政
策
や
鳥
獣
害

対
策
に
お
い
て
も
広
域
的

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

本
市
に
お
い
て
は
、
全

行
政
区
長
に
聞
き
取
り
を

実
施
し
て
現
在
集
計
分
析

問答

中
で
あ
る
。
ま
た
、
移
住

定
住
の
先
進
地
大
分
県
日

田
市
の
視
察
を
実
施
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
課

題
解
決
の
た
め
住
民
自
治

に
よ
り
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
。

　
小
中
学
校
の
適
正
配

置
の
進
捗
状
況
を
伺

う
。

　

10
月
17
日
に
適
正
規

模
適
正
配
置
の
基
本

方
針
を
決
定
し
、
こ
の
方

針
に
基
づ
き
実
施
計
画
案

の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
中
で
学
区
や
学
校

ス
タ
イ
ル
も
含
め
て
検
討

し
て
い
る
。
こ
の
案
を
提

示
し
て
保
護
者
や
地
域
の

皆
様
と
丁
寧
に
話
し
合
っ

て
い
く
。

問答

市長

市長
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道路の老朽化・安全対策の為、システム導入を！

政府の介護保険制度改悪を許すな！

スマートフォンを活用した通報システムを来年度導入

要望活動をしっかり進める

解
決
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
か
ら
、

道
路
の
老
朽
化
対
策
及
び

安
全
対
策
を
基
本
と
し
た

本
シ
ス
テ
ム
の
次
年
度
導

入
に
向
け
て
検
討
を
進
め

る
。

　
本
シ
ス
テ
ム
の
利
活

用
と
し
て
、
災
害
時

の
被
害
個
所
や
危
険
個
所

を
投
稿
し
、
災
害
の
管
理

シ
ス
テ
ム
と
し
て
も
活
用

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
の
点
に
つ
い
て
も
、

有
効
的
に
活
用
で
き

れ
ば
検
討
し
て
行
く
。

問答

小
林
　
時
夫 

議
員

小
澤
　
誠 

議
員

　
市
民
の
安
全
・
安
心

の
た
め
道
路
の
老
朽

化
対
策
と
し
て
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
無
料
ア
プ
リ

を
利
用
し
た
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
べ
き
と
申
し
上

げ
て
き
た
が
、
そ
の
後
の

検
討
結
果
は
。

　

道
路
の
老
朽
化
対
策

と
し
て
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
を
利
用
し
た
検

討
結
果
に
つ
い
て
は
、
本

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、

道
路
の
陥
没
や
側
溝
の
破

損
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ま

が
問
題
に
気
づ
い
た
時
に

簡
単
に
写
真
や
位
置
情
報

の
提
供
が
可
能
に
な
る
。

　

ま
た
、
本
市
に
お
い
て

も
迅
速
な
現
地
確
認
や
応

急
対
策
が
可
能
と
な
り
、

事
故
の
軽
減
等
、
道
路
利

用
者
の
安
全
性
向
上
策
が

図
ら
れ
る
効
果
が
あ
り
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
協
力
を

得
な
が
ら
身
近
な
問
題
を

問答

　
来
年
度
、
法
改
悪
を

予
定
し
て
い
る
介
護

保
険
制
度
の
サ
ー
ビ
ス
引

き
下
げ
、市
町
村
事
業
化
、

利
用
者
の
負
担
増
に
対
し

て
本
市
の
対
策
は
。

　

こ
れ
ま
で
同
様
「
介

護
予
防
、
日
常
生
活

圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
」
を
実

施
し
て
、
今
後
の
在
り
方

や
保
険
料
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
な
る
が
、
基
金

を
活
用
し
な
が
ら
利
用
者

に
配
慮
し
た
保
険
料
の
設

定
と
な
る
よ
う
努
め
る
。

　
介
護
保
険
は
社
会
保

補
償
制
度
で
あ
る
。

財
源
は
国
が
基
本
的
に
は

賄
う
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

　

制
度
の
安
定
的
な
運

営
の
た
め
に
公
費
の

負
担
割
合
を
見
直
す
と
と

も
に
、
国
の
負
担
割
合
の

拡
充
を
図
っ
て
い
た
だ
け

問答問答

る
よ
う
、
全
国
市
長
会
を

通
じ
て
要
望
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
介
護
保
険
料
引
き
下

げ
に
対
す
る
対
策
は
。

　

会
津
総
合
開
発
協
議

会
に
お
い
て
も
７
月

に
、
各
省
庁
を
訪
問
し
、

看
護
人
材
育
成
と
処
遇
改

善
に
つ
い
て
、
国
が
財
政

支
援
を
行
い
、
介
護
保
険

料
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
の
負
担
増
と
な
ら
な
い

よ
う
要
望
書
を
提
出
し
て

き
た
。
併
せ
て
地
元
国
会

議
員
に
対
し
て
も
要
望
事

項
の
説
明
と
協
力
を
お
願

い
し
て
き
た
。

問答

市長

市長

15 市議会だより 喜多方　第40号

一

般

質

問



会津と喜多方を全国に強烈発信するお祭りを！

防災行政で高齢者を火災から守れ！

関係者の皆さんと相談し、調査勉強して参りたい

高齢者世帯等の火災警報器の更新、助成を検討する

ト
を
開
催
す
べ
き
と
思
う

が
ど
う
か
。
先
日
、
テ
レ

朝
系
で
放
送
さ
れ
た
ご
当

地
麺
総
選
挙
で
は
札
幌
ラ

ー
メ
ン
、
讃
岐
う
ど
ん
、

博
多
ラ
ー
メ
ン
、
長
崎
ち

ゃ
ん
ぽ
ん
に
続
き
５
位
で

あ
っ
た
が
喜
多
方
市
で
は

も
っ
と
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン

を
矜
持
を
持
っ
て
愛
す
る

べ
き
で
あ
る
。
わ
ず
か
人

口
５
万
人
弱
の
小
都
市
の

物
産
が
全
国
で
５
位
は
快

挙
で
あ
る
。

喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
を
テ

ー
マ
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

現
在
い
ろ
い
ろ
と
議

論
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
議
論
を
も
っ

て
当
市
を
全
国
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
勉
強
を
し
て
参
り
た
い
。

答

伊
藤
　
弘
明 

議
員

渡
部
　
勇
一 

議
員

　
よ
く
会
津
は
一
つ
と

言
わ
れ
る
が
、
現
実

に
は
17
市
町
村
が
ば
ら
ば

ら
で
は
な
い
の
か
？
例
え

ば
、
会
津
中
の
官
民
が
一

緒
に
な
り
一
つ
の
お
祭
り

を
開
催
し
、
全
国
に
情
報

を
強
烈
発
信
す
る
こ
と
が

あ
っ
て
い
い
と
思
う
が
、

会
津
若
松
市
長
や
他
の
関

係
者
と
相
談
し
て
み
て
は

ど
う
か
？

　

一
つ
の
考
え
方
と
し

て
機
会
を
と
ら
え
相

談
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
喜
多
方
市
で
は
冬
ま

つ
り
の
ラ
ー
メ
ン
フ

ェ
ス
タ
に
お
い
て
他
の
ご

当
地
ラ
ー
メ
ン
の
店
を
招

い
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
る
が
、
も
う
そ
ろ
そ

ろ
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
の
み

を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン

問答問

　
高
齢
者
の
避
難
の
た

め
に
は
、
日
頃
か
ら

自
主
防
災
組
織
や
民
生
委

員
と
の
連
携
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　

今
年
は
火
災
に
よ
り
、

多
く
の
高
齢
の
犠
牲

者
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、

民
生
委
員
の
ご
協
力
で
、

高
齢
者
宅
を
訪
問
し
火
災

予
防
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し

た
。
直
接
顔
を
合
わ
せ
て

対
応
す
る
こ
と
は
有
効
と

考
え
て
お
り
、
自
主
防
災

組
織
と
民
生
委
員
と
の
連

携
を
図
る
こ
と
は
、
地
域

住
民
の
安
全
や
安
心
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

　
近
隣
住
民
と
の
連
携

に
よ
る
連
動
型
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
活
用
し

た
早
期
火
災
感
知
シ
ス
テ

ム
が
必
要
と
考
え
る
が
、

現
状
と
方
針
は
ど
う
か
。

問答問

　

平
成
21
・
22
年
度
に
、

火
災
警
報
器
給
付
事

業
と
し
て
、
高
齢
者
・
障

が
い
者
世
帯
２
７
９
３
世

帯
に
設
置
助
成
し
、
平
成

23
年
度
か
ら
は
、高
齢
者
・

障
が
い
者
の
み
の
非
課
税

世
帯
へ
の
新
規
取
付
に
つ

い
て
助
成
を
行
っ
た
。

設
置
か
ら
10
年
が
経
過

し
、
電
池
切
れ
や
部
品
の

劣
化
に
よ
り
正
常
に
作
動

し
な
い
惧
れ
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
高
齢
者
・
障
が
い

者
の
み
の
非
課
税
世
帯
に

警
報
器
更
新
の
助
成
に
つ

い
て
、
令
和
2
年
度
当
初

予
算
に
計
上
す
る
こ
と
を

検
討
す
る
。

答

市長

市長
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通学格差 一人ひとりの実態に基づく地域格差の是正を

旧商業高校跡地は今後どうなる！？

安全な通学手段や公平な支援の手法など充分に検討を行う

旧県立病院跡地の複合施設が完成してから検討

正
規
模
適
正
配
置
に
つ
い

て
実
施
計
画
案
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

地
域
ご
と
の
通
学
の
実
態
、

距
離
や
時
間
を
踏
ま
え
て
、

安
全
な
通
学
手
段
や
公
平

な
支
援
の
手
法
等
に
つ
い

て
十
分
検
討
し
た
い
。

　
小
中
学
校
の
適
正
規

模
適
正
配
置
の
検
討

に
あ
わ
せ
て
は
ま
だ
ま
だ

先
の
こ
と
で
は
な
い
の

か
。
教
育
の
機
会
均
等
と

い
う
観
点
か
ら
も
是
正
し
、

今
、
必
要
と
し
て
い
る
児

童
生
徒
に
対
し
て
支
援
し

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
の

か
。

　

そ
の
こ
と
も
含
め
て

充
分
に
検
討
を
行
う
。

問答

坂
内
　
鉄
次 

議
員

蛭
川
　
靖
弘 

議
員

　
通
学
格
差
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
も
質
問
を

行
い
、
再
三
是
正
を
お
願

い
し
て
き
た
が
統
一
さ
れ

て
い
な
い
。
同
じ
通
学
距

離
で
あ
っ
て
も
一
方
は
ス

ク
ー
ル
バ
ス
で
負
担
な
し
、

一
方
で
は
デ
マ
ン
ド
の
利

用
に
よ
り
半
額
負
担
な
ど

格
差
が
生
じ
て
い
る
。

教
育
委
員
会
は
も
っ
と

調
査
を
行
い
、
一
人
ひ
と

り
の
実
態
に
基
づ
く
地
域

格
差
の
是
正
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

　

現
在
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
行
は
、
市
町

村
合
併
前
の
運
行
形
態
を

引
き
継
ぎ
、
そ
の
後
の
学

校
統
廃
合
や
、
地
区
ご
と

の
個
別
課
題
に
対
応
し
て

き
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
地

域
に
よ
っ
て
差
異
が
生
じ

て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。

現
在
、
小
中
学
校
の
適

問答

　
旧
商
業
高
校
跡
地
の

利
活
用
に
つ
い
て
、

現
在
の
構
想
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
？

　
「
地
域
産
業
と
資
源

を
未
来
へ
つ
な
げ
る

産
業
・
観
光
交
流
ゾ
ー

ン
、
交
流
人
口
の
拡
大
と

市
民
等
の
憩
い
や
活
動
の

拠
点
づ
く
り
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
た
、
観
光
情
報

や
特
色
あ
る
地
場
産
品
等

の
魅
力
発
信
や
、
観
光
駐

車
場
と
し
て
の
活
用
、
地

域
産
業
人
口
の
育
成
や
交

流
、
支
援
な
ど
を
行
う
産

業
振
興
拠
点
、
ま
た
、
周

辺
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施

設
等
と
の
連
携
を
生
か
し

た
市
民
の
活
動
、
交
流
空

間
と
し
て
の
活
用
を
目
指

し
て
い
る
。

問答

　

現
在
の
進
捗
状
況

は
？

　

具
体
的
な
取
り
組
み

は
行
っ
て
い
な
い
が
、

整
備
財
源
と
し
て
、
国
な

ど
の
補
助
事
業
の
活
用

や
、
有
利
な
地
方
債
で
あ

る
合
併
特
例
債
の
活
用
を

考
慮
し
て
お
り
、
新
市
建

設
計
画
の
延
長
に
向
け
た

手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

　
今
後
の
具
体
的
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

　

現
在
事
業
を
進
め
て

い
る
、
旧
県
立
病
院

跡
地
に
建
設
予
定
の
「
ひ

と
づ
く
り
・
交
流
拠
点
複

合
施
設
」
の
整
備
が
完
了

し
た
後
に
、
社
会
情
勢
や

財
政
状
況
な
ど
を
勘
案
し

な
が
ら
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
検
討
し
て
い
く
。
具

体
的
に
着
手
す
る
の
は
お

よ
そ
6
年
後
の
見
込
み
。

問答問答

市長

市長
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小規模特認校とはどのような学校か？
学校と地域が協力し合い、特色ある教育が可能！

一
定
の
条
件
の
も
と
に
同

一
市
町
村
の
他
の
区
域
か

ら
も
通
学
を
認
め
る
学
校

の
こ
と
で
あ
り
、
児
童
生

徒
数
が
少
な
い
学
校
を
特

認
校
と
し
た
も
の
を
小
規

模
特
認
校
と
呼
ぶ
。

　
県
内
の
小
規
模
特
認

校
の
設
置
状
況
は
？

　

郡
山
市
で
２
校
、
伊

達
市
で
５
校
、
西
郷

村
で
２
校
の
合
計
９
校
が

小
規
模
特
認
校
で
あ
る
。

　
特
認
校
の
す
ば
ら
し

い
と
こ
ろ
は
？

　

学
校
と
地
域
が
協
力

し
合
い
、
特
色
あ
る

教
育
・
授
業
が
可
能
で
あ

る
点
が
メ
リ
ッ
ト
が
考
え

ら
れ
る
。

問答問答

田
中
　
雅
人 

議
員

　
栃
木
県
宇
都
宮
市
立

城
山
小
学
校
で
は
、

児
童
数
が
減
り
廃
校
と
な

る
危
機
を
迎
え
た
14
年
前

に
小
規
模
特
認
校
の
指
定

を
受
け
、
地
域
や
父
兄
、

行
政
が
多
く
の
努
力
を
重

ね
な
が
ら
そ
の
危
機
を
乗

り
越
え
た
実
例
が
あ
る
。

「
小
さ
な
学
校
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
こ
と
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
「
児
童
一
人
一
人

に
寄
り
添
っ
た
教
育
」
を

実
践
し
教
育
効
果
も
大
き

く
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て

い
る
。
小
規
模
特
認
校
は

ど
の
よ
う
な
学
校
か
？

　

小
中
学
へ
の
就
学
に

あ
た
っ
て
は
、
通
常

は
教
育
委
員
会
が
定
め
た

通
学
区
域
内
の
学
校
に
入

学
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

特
認
校
と
は
、
従
来
の
通

学
区
域
を
残
し
た
ま
ま
、

問答

全
会
一
致
で
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

教
育
長

大
場　

健
哉
（
塩
川
／
大
沢
）

教
育
委
員
会
委
員

遠
藤　

一
幸
（
熱
塩
加
納
／
金
屋
）

�

※
敬
称
略

人    

事

11
月
28
日
、
12
月
定
例
会
に
お
い
て
委
員
長
よ
り
中
間
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
報
告
書
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（一部抜粋）
９月議会定例会中間報告以降の調査に当
たっては、設置目的、調査方針に基づき、
市教育委員会に出席を求め「小中学校適正
規模適正配置基本方針」（案）に対する市民
からのパブリックコメントの結果及びその
対応について説明を求めるとともに委員間
の意見交換を行うなど調査・検討を行いま
した。
また、他自治体の取組として、栃木県矢
板市及び宇都宮市立城山西小学校へ「適正
規模適正配置に関する取組経過や小規模特
認校制度導入の経過」などについての行政
視察を実施し、より具体的な取組状況を見
聞し検証を深めてまいりましたことから、
これまでの内容を踏まえ、今後、更に検討
を要する事項や検討特別委員会の最終報告
への取りまとめなど、継続して調査・検討
を進めていくことに決しました。

小
中
学
校
適
正
規
模
適
正
配
置
に
関
す
る

検
討
特
別
委
員
会
中
間
報
告

本会議での委員長報告

市長

18市議会だより 喜多方　第40号

一
般
質
問
、
請
願
・
陳
情



文教厚生常任委員会

文教厚生常任委員会

請願・陳情 趣旨 委員会 本会議

請願第 13
福祉灯油支給に関する
請願

生活保護費が引き下げられる中、生活困窮者の実情
は非常に厳しい状況にあり、国連人権高等弁務官事
務所も日本国に対して警告を出している状況にあ
る。消費税増税がさらなる負担を増加させている中、
福祉灯油の支給を求める。

賛成２
反対４
で不採択

賛成 8
反対 13
で不採択

陳情第 11
看護師と介護職員の特
定最賃の新設を求める
意見書提出の陳情

医療や介護の需要はますます高まることが予想され
る中、看護師や介護職員の過重労働と人員不足が深
刻化している。
安全・安心の医療・介護体制を築くためには、看護師・
介護職員の賃金底上げ等の処遇改善を行わねばなら
ない。そのために政府関係機関に対して意見書の提
出を求める。

全会一致で
採択

全会一致で
採択

請願と陳情の審査

本会議で採択された請願・陳情は、市議会の意向を意見書等にまとめ、
市当局や関係機関へ、その実現を要望します。
（各意見書はホームページでご覧いただけます。）

討
論

　
　

請
願
の
趣
旨
は
理
解
で
き
る

が
、
当
請
願
書
で
は
福
祉
灯
油
の
支

給
の
範
囲
が
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ま
た
喜
多
方
市
で
は
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
事
業
で
子
育
て
世
代
と
住
民

税
非
課
税
世
帯
に
対
し
て
支
援
を
行

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
反
対
す
る
。

　
　

過
去
に
喜
多
方
市
で
は
住
民

税
非
課
税
世
帯
に
対
し
て
福
祉
灯
油

の
支
給
を
行
っ
て
い
る
。
日
本
の
生

活
保
護
者
の
捕
捉
率
（
生
活
困
窮
者

の
中
で
実
際
に
生
活
保
護
費
を
受
給

出
来
て
い
る
世
帯
）
は
20
％
程
度
と

推
測
さ
れ
て
お
り
、
生
活
困
窮
者
の

実
情
は
困
難
を
極
め
て
い
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
で
は

わ
ず
か
な
世
帯
を
救
う
こ
と
し
か
出

来
な
い
。
福
祉
灯
油
の
支
給
を
行
う

べ
き
で
あ
る
。

反
対

賛
成 討

論
と
は
、
議
題
と
な
っ
て
い
る

案
件
に
つ
い
て
、
表
決
の
前
に
、
賛

成
・
反
対
の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

請
願
第
13
号

福
祉
灯
油
支
給
に
関
す
る
請
願

意見が分かれたもの

議員名
議案等名

議決
結果

反
対：

賛
成

1
矢
吹
　
哲
哉

2
小
澤
　
　
誠

3
山
口
　
文
章

4
十
二
村
秀
孝

5
上
野
利
一
郎

6
小
島
　
雄
一

7
渡
部
　
一
樹

8
蛭
川
　
靖
弘

9
菊
地
と
も
子

10
小
林
　
時
夫

11
坂
内
　
鉄
次

12
長
澤
　
勝
幸

13
渡
部
　
勇
一

14
齋
藤
　
仁
一

15
田
中
　
雅
人

16
五
十
嵐
吉
也

17
佐
藤
　
忠
孝

18
伊
藤
　
弘
明

19
後
藤
　
誠
司

20
佐
原
　
正
秀

21
山
口
　
和
男

反
対
討
論

賛
成
討
論

議案
第95号

平成 30年度喜多方市歳入歳出決
算の認定について（継続審査事件）

原案
認定 17：2 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 − 〇 〇 〇 〇 小澤　誠 小島雄一

請願
第13 福祉灯油支給に関する請願 不採択 ８：13 〇 〇 ● ● ● ● 〇 ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● 蛭川靖弘 小澤　誠

○は賛成、●は反対、ーは欠席、議長（齋藤勘一郎）は採決に加わらない。

採決で賛否が分かれたものについては下記のとおりです。これ以外の案件などは、全会一致で
可決されています。すべての議案名と結果は喜多方市議会ホームページをご覧ください。

12月定例会審議 結果
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テーマ

テーマ

常任委員会ごとのグループに分かれて主にテーマについての意見交換をおこないました。
ここでは200も出た市民の皆様の意見からピックアップしてお知らせします。

詳細は喜多方市議会ホームページに掲載しています。
いただいた意見は各委員会において慎重審議し、政策提言等にいかしてまいります。

喜多方プラザ

山都保健センター

熱塩加納会館

　
　　
住
民
自
治
を
実
現

し
て
い
く
た
め
に
は
人
材

と
予
算
の
確
保
が
必
要
で

あ
る
。
市
職
員
に
は
地
域

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的
な
役

割
を
担
っ
て
ほ
し
い
。

　

若
者
の
流
出
が
続
く

中
、
早
く
モ
デ
ル
地
区
を

設
け
具
体
的
な
政
策
を
実

施
す
べ
き
と
思
う
。

　
　
　
そ
の
よ
う
な
方
向

で
市
に
申
し
入
れ
る
。

　
　
　
市
は
、
消
防
を
は

じ
め
い
ろ
い
ろ
な
団
体
の

意
見
を
聴
く
機
会
を
作
っ

て
ほ
し
い
。

　
　
　
現
在
、
待
機
児
童

は
い
る
の
か
、
全
員
が
預

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
欲

し
い
。

　
　
　
４
月
時
点
で
は
０

だ
っ
た
が
10
月
１
日
現
在

で
は
13
名
で
あ
る
。

　
　
　
本
来
、
住
民
自
治

の
組
織
と
し
て
意
見
を
聴

く
機
会
を
設
け
る
の
は
当

然
の
こ
と
で
あ
リ
、
市
に

申
し
入
れ
る
。

　
　
　

住
民
自
治
活
性
化

に
望
ま
れ
る
こ
と
は
、
軸

に
な
る
人
（
リ
ー
ダ
ー
）

が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、

ヨ
ソ
者
（
し
が
ら
み
の
な

い
人
）、
若
者(

元
気
な
人
）、

バ
カ
者
（
一
生
懸
命
な
人
）

も
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
ご
意
見
と
し
て
伺

う
。

　
　
　
子
育
て
し
て
い
る

母
親
等
の
相
談
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
図
る
場
所
を
つ

く
っ
て
欲
し
い
。

　
　
　
複
合
施
設
計
画
の

中
に
同
様
の
取
り
組
み
が

で
き
る
よ
う
に
注
視
し
て

い
く
。

　
　
　
学
校
運
営
等
に
係

る
消
耗
品
費
の
削
減
の
見

直
し
を
要
望
す
る
。
深
刻

な
問
題
だ
。

　
　
　
要
望
と
し
て
市
当

局
へ
伝
え
る
。

　
　
　

不
審
火
や
有
害
獣

（
熊
な
ど
）
対
策
等
、
安

全
安
心
確
保
に
本
腰
を
入

れ
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
市
に
申
し
入
れ
る
。

　
　
　
小
児
医
療
体
制
が

弱
い
。
夜
間
対
応
が
本
市

に
は
無
い
た
め
会
津
若
松

市
で
受
診
し
て
い
る
。
地

域
医
療
体
制
の
見
直
し
を

要
望
す
る
。

　
　
　
要
望
と
し
て
当
局

へ
伝
え
る
。

　
　
　
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
購
入
補
助
の
第
一
子
の

み
と
い
う
条
件
を
解
除
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
　

要
望
と
し
て
当
局

へ
伝
え
る
。

　
　
　
発
達
障
が
い
児
の

支
援
の
充
実
を
要
望
す
る
。

保
育
所
だ
け
で
は
不
安
で

子
育
て
支
援
の

充
実
強
化

�

（
文
教
厚
生
）

住
民
自
治
の
充
実

強
化
（
総
務
）

週
一
回
会
津
若
松
市
の
病

院
に
通
っ
て
い
る
。
喜
多

方
で
は
専
門
的
に
み
て
く

れ
る
施
設
が
な
い
。

　
　
　
要
望
と
し
て
当
局

へ
伝
え
る
。

市
民

市
民

市
民

市
民

市
民

市
民

市
民

市
民

市
民

市
民

議
会

議
会

議
会

議
会

議
会

議
会

議
会

議
会

議
会

議
会

市民の意見
第８回市民と議会の意見交換会
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参 加 状 況
月　 日 会　　　場 男性 女性 計 意見数

令和元年11月14日（木）
午後6時30分～午後8時

山都保健センター１階 多目的集会室 10 2 12 25
熱塩加納会館３階　大ホール 8 1 9 43
喜多方プラザ２階　第二会議室 9 0 9 44

令和元年11月16日（土）
午後4時～午後5時30分

市役所ホール棟２階　大会議室 7 2 9 20
塩川福祉センター１階 会議室 14 2 16 42
高郷公民館２階 大会議室 4 0 4 26

計 52 7 59 200



テーマ

テーマ

　
　
　

申
請
書
の
簡
素
化

と
丁
寧
な
応
対
を
す
る
よ

う
当
局
へ
伝
え
る
。

　
　
　

空
き
家
に
獣
の
侵

入
が
心
配
で
あ
る
。

　
　
　

行
政
で
鳥
獣
対
策

を
進
め
て
い
る
。
ま
た
広

域
で
の
連
携
が
今
後
必
要

と
考
え
る
。

　
　
　

市
外
か
ら
の
移
住

者
の
方
の
た
め
に
き
め
細

か
な
支
援
と
、
地
域
の
行

事
な
ど
協
力
を
得
る
体
制

を
と
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
　

要
望
と
し
て
当
局

常任委員会ごとのグループに分かれて主にテーマについての意見交換をおこないました。
ここでは200も出た市民の皆様の意見からピックアップしてお知らせします。

詳細は喜多方市議会ホームページに掲載しています。
いただいた意見は各委員会において慎重審議し、政策提言等にいかしてまいります。

市役所ホール棟

高郷公民館

塩川福祉センター

　
　
　
地
区
か
ら
小
学
校

が
無
く
な
る
と
、
地
域
の

活
力
が
無
く
な
っ
て
し
ま

う
、
人
々
も
い
な
く
な
る
。

　
　
　
地
域
に
根
差
し
た

学
校
づ
く
り
を
基
本
に
考

え
て
、
人
数
が
減
少
し
て

も
小
規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
て
存
続
し
て
ほ

し
い
。

　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
範
囲
や
周
知
方
法
は
適

　
　
　

空
き
家
の
所
有
者

が
分
か
ら
な
い
。管
理
上
、

ま
た
地
元
と
し
て
区
費
の

徴
収
に
困
っ
て
い
る
。

　
　
　

要
望
と
し
て
当
局

へ
伝
え
る
。

　
　
　

補
助
申
請
が
面
倒

く
さ
い
。
各
申
請
に
共
通

す
る
が
、
丁
寧
な
対
応
が

あ
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い

か
。
県
の
職
員
の
ほ
う
が

親
切
丁
寧
に
教
え
て
く
れ

る
。

正
だ
っ
た
の
か
、
市
民
の

声
が
反
映
し
て
い
る
か
疑

問
で
あ
る
。

　
　
　
適
正
規
模
は
あ
っ

て
な
い
よ
う
な
も
の
で
、

学
校
が
無
く
な
れ
ば
復
活

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
。
子
ど
も
が
い
な
く
な

る
ま
で
学
校
は
存
続
し
、

学
区
を
再
編
す
る
な
ど
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
べ
き
で
あ

る
。

　
　
　
小
規
模
特
認
校
や

小
中
一
貫
校
と
い
う
こ
と

を
念
頭
に
し
て
も
、
地
域

の
学
校
は
存
続
し
て
ほ
し

い
。

　
　
　
議
会
の
特
別
委
員

会
は
、
統
合
の
メ
リ
ッ
ト・

デ
メ
リ
ッ
ト
を
明
ら
か
に

し
て
保
護
者
に
周
知
し
て

ほ
し
い
。

　
　
　
同
級
生
が
い
な
く

な
る
の
が
不
安
。
子
ど
も

達
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
あ

る
程
度
の
規
模
で
お
願
い

し
た
い
。

　
　
　
統
合
に
よ
り
保
護

者
の
負
担
が
多
く
な
ら
な

い
の
か
、
ま
た
教
員
の
確

保
も
課
題
。
以
前
に
比
べ

採
用
試
験
の
倍
率
が
低
く

な
っ
て
い
る
。

　
　
　
住
民
の
不
安
解
消

の
た
め
、
適
正
配
置
を
す

市
民

市
民

市
民

市
民

市
民

市
民

市
民

市
民

市
民

市
民

市
民

市
民

市
民

市
民

議
会

議
会

議
会

議
会

空
き
家
対
策

�

（
産
業
建
設
）

小
中
学
校
の
適
正

規
模
適
正
配
置

�
（
特
別
委
員
会
）

み
や
か
に
進
め
て
も
ら
い

た
い
。

　
　
　
10
年
、
20
年
後
を

見
据
え
て
の
議
論
を
希
望

す
る
。
地
域
性
に
こ
だ
わ

る
必
要
性
は
無
い
の
で
は

な
い
か
。

へ
伝
え
る
。

200も出た!! 市民の意見
第８回市民と議会の意見交換会
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参 加 状 況
月　 日 会　　　場 男性 女性 計 意見数

令和元年11月14日（木）
午後6時30分～午後8時

山都保健センター１階 多目的集会室 10 2 12 25
熱塩加納会館３階　大ホール 8 1 9 43
喜多方プラザ２階　第二会議室 9 0 9 44

令和元年11月16日（土）
午後4時～午後5時30分

市役所ホール棟２階　大会議室 7 2 9 20
塩川福祉センター１階 会議室 14 2 16 42
高郷公民館２階 大会議室 4 0 4 26

計 52 7 59 200



議
員
間
の
自
由
討
議
な
ど
議
会
運
営

（
改
革
）
の
取
組
状
況

【
島
根
県
浜
田
市
】

　

平
成
27
年
9
月
「
浜
田
市
議
会
自

由
討
議
要
領
（
案
）」
を
決
定
、
平

成
30
年
2
月
に
修
正
。
現
在
も
他
市

事
例
を
基
に
検
討
継
続
中
。

【
島
根
県
出
雲
市
】

　

全
議
員
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委

員
会
に
付
託
す
る
形
式
で
実
施
、
十

分
な
日
程
を
確
保
し
て
審
査
を
し
て

い
る
。

【
島
根
県
安
来
市
】

　

議
会
報
告
会
を
年
2
回
実
施
。
決

算
特
別
委
員
会
の
常
任
委
員
会
化
を

検
討
中
。

小
中
学
校
適
正
規
模
適
正
配
置
の
取

組
状
況

宇都宮市立城山西小学校

議
会
運
営
委
員
会 

10
月
23
日
〜
25
日

小
中
学
校
適
正
規
模
適
正
配
置

に
関
す
る
検
討
特
別
委
員
会

�

11
月
７
日・８
日

議
会
広
報
編
集
委
員
会

�

10
月
28
日

行政視察報告

【
会
津
美
里
町
】
議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー

制
度
及
び
議
会
広
報
の
紙
面
づ
く
り

　

会
津
美
里
町
の
モ
ニ
タ
ー
制
度

は
、
導
入
後
ま
だ
一
年
足
ら
ず
で
あ

る
が
委
嘱
人
数
、
モ
ニ
タ
ー
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
、
モ
ニ
タ
ー
会
議
な
ど
持

続
可
能
な
取
組
み
が
重
要
な
視
点
と

感
じ
た
。

　

広
報
の
紙
面
づ
く
り
は
、
タ
イ
ト

ル
と
写
真
を
見
れ
ば
内
容
が
推
察
さ

れ
る
工
夫
、
モ
ニ
タ
ー
意
見
の
掲
載
、

新
人
議
員
が
広
報
広
聴
委
員
会
に
所

属
す
る
こ
と
に
よ
る
市
民
目
線
の
気

付
き
や
意
見
の
取
り
入
れ
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。

各委員会の行政視察報告書は喜多方市議会ホームページで公開しています。

【
提
出
期
限
】

　

２
月
18
日
㈫
午
後
５
時
ま
で

【
提
出
先
】

　

喜
多
方
市
議
会
事
務
局

　
（
市
役
所
４
階
）

※
期
限
を
過
ぎ
て
提
出
さ
れ
た
も
の

は
、
次
回
の
定
例
会
で
審
査
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
適
時
に

要
望
し
た
い
事
案
に
つ
い
て
は
、

提
出
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
請
願
提
出
に
関
す
る
必
要
事
項
】

　
請
願
に
は
、
必
ず
１
人
以
上
の
市

議
会
議
員
の
紹
介
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
市
議
会
議
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
陳
情
の
場
合
に
は
、
市
議
会
議
員

の
紹
介
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
…

　

議
会
事
務
局

　

議
事
総
務
課
総
務
係

　

�

☎
24ｰ

５
２
５
３
ま
で

３
月
定
例
会
に
行
う

　
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て

○○○に関する請願（陳情）書
令和　年　月　日

代表者　住所　　　　　　
　　　　　　　氏名　　　　　㊞
　　　　　　　電話　　　　　　
　　紹介議員　氏名　　　　　㊞

※陳情の場合は紹介議員は不要です

喜多方市議会議長　様
請願（陳情）要旨
　○○○○○○○○○○下記につい
て請願いたします。

請願（陳情）内容
１　○○○○○○○○
２　○○○○○○○○

浜田市議会

会津美里町議会

【
栃
木
県
矢
板
市
】

　

児
童
の
適
性
を
生
か
し
た
教
育
・

心
身
の
健
康
・
豊
か
な
人
間
性
の
育

成
、
複
式
学
級
の
解
消
を
目
的
と
し

て
、
平
成
25
～
28
年
に
小
学
校
2

校
、
中
学
校
1
校
が
小
規
模
特
認
校

に
指
定
さ
れ
た
。

【
栃
木
県
宇
都
宮
市
／
市
立
城
山
西

小
学
校
】

　

平
成
17
年
に
小
規
模
特
認
校
と
な

り
、
そ
の
後
、
児
童
数
が
増
加
し
、

平
成
21
年
度
に
は
複
式
学
級
を
解
消

し
た
。
平
成
20
年
か
ら
は
、
教
育
課

程
特
例
校
制
度
を
申
請
し
て
い
る
。
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議
会
の
主
な
動
き

３月定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土

  24 25 26 27 28 29

  2 3 4 5 6 7

 8 9 10 11 12 13 14

 15 16 17 18 19 20 21

2
23
／

3
1
／

本会議
（開会、会期決定、
提案理由説明）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（議案審議）

本会議
（議案審議）

休会
（議案調査）

委員会
（各常任委員会
付託案件の審査）

休会
（事務整理）

委員会
（各常任委員会
付託案件の審査）

休会
（事務整理）

休会
（事務整理）

本会議（委員長報告、
各案件決定、閉会）

きたかた FM 
議会中継　78.2MHz

　定例会の様子を録音放送
しています。
　開会日の翌週、平日の
午後2時～午後5時は、ラジオ
放送をぜひお聞きください。

議会
インターネット中継

　開会中はライブ（生配信）
を視聴できます。
　過去の配信映像も視聴で
きます。

喜多方市議会公式facebookページを開設
しています。 
https://www.facebook.com/kitakatashigikai/

議会傍聴においでください
12月定例会の傍聴者は29名でした

	

１	

全
員
協
議
会
、
小
中
学
校
適
正
規
模
適
正
配
置
に
関
す
る
検
討
特
別
委
員
会

	

２	

決
算
特
別
委
員
会
（
～
15
日
）

	

３	

議
会
広
報
編
集
委
員
会

	

10	

議
会
運
営
委
員
会

	

11	

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
、
議
会
広
報
編
集
委
員
会

	

17	

栃
木
県
野
木
町
議
会
行
政
視
察
受
入
れ

	

18	

東
京
都
東
大
和
市
市
議
会
行
政
視
察
受
入
れ
、
東
大
和
市
議
会
・
喜
多
方
市
議
会
交
流
懇
親
会

	

21	

議
会
広
報
編
集
委
員
会

	

23	

議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察
（
～
25
日
）

	

28	

議
会
広
報
編
集
委
員
会
行
政
視
察
、
東
京
都
府
中
市
議
会
行
政
視
察
受
入
れ

	

29	

宮
城
県
大
衡
村
議
会
議
行
政
視
察
受
入
れ

	

30	

島
根
県
安
来
市
議
会
行
政
視
察
受
入
れ

	

31	

静
岡
県
磐
田
市
議
会
行
政
視
察
受
入
れ

	

１	

議
会
運
営
委
員
会
、
総
務
常
任
委
員
会

	

５	

茨
城
県
常
総
市
議
会
行
政
視
察
受
入
れ

	

６	

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
協
議
会
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
協
議
会
、

	
	

全
員
協
議
会
、
３
市
町
村
議
会
議
員
交
流
会

	

７	

小
中
学
校
適
正
規
模
適
正
配
置
に
関
す
る
検
討
特
別
委
員
会
行
政

	
	

視
察
（
～
8
日
）、
千
葉
県
市
川
市
議
会
行
政
視
察
受
入
れ

	

8	

長
野
県
須
坂
市
議
会
行
政
視
察
受
入
れ

	

12	

埼
玉
県
秩
父
地
域
議
長
会
行
政
視
察
受
入
れ
、
秋
田
県
北
秋
田
市
議
会
行
政
視
察
受
入
れ

	

14	

市
民
と
議
会
の
意
見
交
換
会

	

15	

全
員
協
議
会
・
議
案
説
明
会

	

16	

市
民
と
議
会
の
意
見
交
換
会

	

19	

福
島
県
教
育
委
員
会
へ
要
望
活
動

	

20	

議
会
運
営
委
員
会
、
小
中
学
校
適
正
規
模
適
正
配
置
に
関
す
る
検
討
特
別
委
員
会

	

21	

喜
多
方
市
議
会
中
央
要
望
活
動
（
～
22
日
）

	

26	

議
会
広
報
編
集
委
員
会

	

28	

12
月
定
例
会
開
会
（
～
12
月
12
日
）、
各
派
代
表
者
会

	

４	

正
副
委
員
長
会
議

	

５	

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

	

12	

全
員
協
議
会
、
議
会
運
営
委
員
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の
取
材
で
、
県
立
喜
多
方
東
高
等
学

校
へ
行
っ
て
き
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。
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者
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政

治
ば
な
れ
が
報
道
さ
れ
る
中
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述
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姿
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し
ま
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。
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々
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い
う
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吸
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げ
な
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ら
、
紙
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づ
く
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努
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て

ま
い
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背景の絵柄は「喜多方の染型（県有形民俗文化財指定）」です。

（特集２・3ページをご覧ください。）

家庭クラブ研究で県下一位

12月の中旬、第2学期も残すところあと少しとい
う時期に、県立喜多方東高等学校に訪問させていた
だきました。
ほとんどの生徒さんが市議会議員と言葉を交わす

ことが初めてで、終始緊張した面持ちではありまし
たが、私達の質問に誠実に答える姿に好感を覚えま
した。
喜多方東高では今年度、家庭クラブ研究「バリア

フリーの種をまく　支えあいの花咲く喜多方を目指
して」が福島県大会で最優秀賞を受賞しました。家
庭クラブ活動とともにボランティア活動も積極的で、

その精神と歴史は旧喜多方女子高等学校に遡ります。
横断的な様々な活動と学習、地域との関わりが創造
力を育み、先生方と生徒皆さんとの信頼関係にも好
影響をもたらしていることを感じとれました。
今回の取材では、福祉の視点から出される意見が
多数あり、改めて気づかされることもたくさんあり
ました。生徒の皆さんの声を真摯に受け止め、解決
または実現出来るように取り組んでまいります。
最後になりますが、冬休み前の多忙な時期に、快
くインタビューに対応して頂きました喜多方東高の
生徒の皆さん・先生方ありがとうございました。

レポ ト～取材

福島県大会の様子


